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空港施設メンテナンスブロック会議①

H27 第１回：羽田空港 H28 第２回：福島空港、神戸空港 H29 第３回：帯広空港、山口宇部空港
H30 第４回：青森空港、佐賀空港 R１ 第５回：秋田空港、那覇空港 R２ 第６回：コロナ禍により書面開催
R３：第７回 コロナ禍によりWEB開催 R４：第８回 南紀白浜空港 R5：第９回 羽田空港、宮古島空港

＜これまでの実績＞

1

規制改革推進に関する答申（令和2年7月2日）において、新技術を活用した具体的な点検方法や活用事例等について、
国は地方公共団体・事業者への周知及び意見交換を徹底し、インフラ所管部局に横ぐしを指すような意見交換を行うこ
とのできる場を設けるとあり、航空局においては「空港施設メンテナンスブロック会議」を平成２７年より開催している。

規制改革推に関する答申

参加者の推移
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メンテナンスブロック会議参加者の推移

合同開催

平成28年度（第2回）以降、９割以上の
空港管理者が参加

平成27年度～令和元年度：対面開催
令和２年度：書面開催
令和３年度：WEB開催
令和４年度以降：対面+WEB開催



空港施設メンテナンスブロック会議②
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東日本ブロック 西日本ブロック



空港施設メンテナンスブロック会議③
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参加者の意見

大変満足した

28%

満足した…

あまり満足しなかった

8%

会議の感想

すぐに活用できそう

18%

将来的に

役立ちそう

77%

あまり役立たないと思う

5%

維持管理業務への有無

○会議の感想
・メンテナンス等に関する最新の動向など参考になった
・新技術の取り組みに触れることができたり、自空港以外の空港でどのような課題があるか知れて有意義
・当空港では活用できる内容が少なかった

○維持管理業務への活用の有無
・遠隔臨場などは、監督職員の人員不足の解決になる
・MMSの活用は早い段階で実業務に活用できそう
・ヘリポートの小規模な空港では、今すぐ導入することは難しい

○その他意見要望
・WEB併用だと業務の都合に合わせて気軽に参加できる
・自動草刈機などの技術については、現地を見れる場を設けてほしい
・羽田空港、成田空港等の大規模空港と同じ会議に参加するのは有意義であったが、ヘリポートのような小規模空港のメンテ
ナンスや議論ができれば、より有効な会議になる

非常に理解が深まった

15%

理解はできた

85%

会議内容の理解度


